
 2004年 11月 11日 
 
財団法人 トヨタ財団 理事長 木村尚三郎 様 
 
 
   特定非営利活動法人 まちづくり情報センターかながわ 
       理事長    小島 聡 
   特定非営利活動法人 せんだい・みやぎ NPOセンター 
       代表理事 大滝 精一 加藤 哲夫 
   特定非営利活動法人 市民活動センター神戸        
       理事長      実吉 威 
 
 
 
拝啓 

 晩秋の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、私ども３団体は貴財団「市民社会プロジェクト助成」のご助成を受け、昨年度より

３ヶ年の予定で「NPO の政策提案力の開発と、NPO の参画を保障する自治体の政策形成シ

ステムの提案プロジェクト」を行って参りました。春に第１年次の報告を提出し、第２年次

にまさに取りかかろうとしていたところでございました。 

 ところが、貴財団の方針変更により、「市民社会プロジェクト助成（非公募）」という枠組

み自体がなくなり公募となるので、私たちのプロジェクトへの助成も、何ら移行措置もなく

終了するとのご連絡を受けました。本プロジェクトは３ヶ年継続予定の１年目が終了したば

かりであり、まさに２年目を開始しようとしていた矢先のことで一同たいへん驚きました。 

 
 貴財団の助成方針につきましては、もとより外部の私どもがとやかく申し上げるべきこと

ではございません。ただ、３ヶ年の継続事業としてスタートし、１年目が不十分ということ

ならともかく、ただ助成の枠組みが変わったから１年で打ち切りというのはどうしても納得

がまいりません。 

 蟹江常務からのお手紙、また９月１３日に貴財団をお伺いした際の佐々木事務局長のお話

でも、新たに始める公募プログラムに応募されたいということでしたが、市民社会プロジェ

クト助成としての３ヶ年計画が１年で打ち切りになったことには変わりがなく、それは一般

常識に照らしても、あまりに一方的な行為といわざるを得ません。 

 
 本プロジェクトは私ども３団体のみならず、研究会参加者、ヒアリング先など、多くの方

にご協力、ご参加をいただいて進めて参りました。昨年横浜、仙台、神戸で催した中間報告

フォーラムにはいずれも多数のご参加をいただきましたし、各団体の機関誌はそれぞれ多く



の読者を持ち、社会的にも大いに注目されていたプロジェクトでございました。 

 私どもは、本研究を今後も何らかの資金を確保して継続する所存ですが、今年度に関して

は助成ストップにより大きな影響を蒙るのみならず、多くの関係者に対しても責任の果たせ

ない状況に陥っています。 

 
 これまで多年にわたり、深い哲学を持って助成活動を重ねてこられた貴財団であるだけに、

このようななされ方はたいへん残念であり、貴財団の社会的信頼を深く傷つけると考えるも

のです。 

                                  敬具 
 
同封書類： 

１：トヨタ財団 2002年度市民社会プロジェクト助成 計画書 

２：トヨタ財団 2002年度 市民社会プロジェクト助成 最終報告書 

３：市民活動センター神戸 ニューズレター 「みみずく 18号」 

４：せんだい・みやぎ NPOセンター 事務局通信 「みんみん Vol.41」 

 



 2004年 11月 10日 

 
財団法人 トヨタ財団 会長 豊田達郎 様 
 
   特定非営利活動法人 まちづくり情報センターかながわ 
       理事長        小島 聡 
   特定非営利活動法人 せんだい・みやぎ NPOセンター 
       代表理事  大滝 精一 加藤 哲夫 
   特定非営利活動法人 市民活動センター神戸        
       理事長     実吉 威 
 
 
 
拝啓 

 晩秋の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、私ども３団体は貴財団「市民社会プロジェクト助成」のご助成を受け、昨年度より

３ヶ年の予定で「NPO の政策提案力の開発と、NPO の参画を保障する自治体の政策形成シ

ステムの提案プロジェクト」を行って参りました。春に第１年次の報告を提出し、第２年次

にまさに取りかかろうとしていたところでございました。 

 ところが、貴財団の方針変更により、「市民社会プロジェクト助成（非公募）」という枠組

み自体がなくなり公募となるので、私たちのプロジェクトへの助成も、何ら移行措置もなく

終了するとのご連絡を受けました。本プロジェクトは３ヶ年継続予定の１年目が終了したば

かりであり、まさに２年目を開始しようとしていた矢先のことで一同たいへん驚きました。 

 
 貴財団の助成方針につきましては、もとより外部の私どもがとやかく申し上げるべきこと

ではございません。ただ、３ヶ年の継続事業としてスタートし、１年目が不十分ということ

ならともかく、ただ助成の枠組みが変わったから１年で打ち切りというのはどうしても納得

がまいりません。 

 蟹江常務からのお手紙、また９月１３日に貴財団をお伺いした際の佐々木事務局長のお話

でも、新たに始める公募プログラムに応募されたいということでしたが、市民社会プロジェ

クト助成としての３ヶ年計画が１年で打ち切りになったことには変わりがなく、それは一般

常識に照らしても、あまりに一方的な行為といわざるを得ません。 

 
 本プロジェクトは私ども３団体のみならず、研究会参加者、ヒアリング先など、多くの方

にご協力、ご参加をいただいて進めて参りました。昨年横浜、仙台、神戸で催した中間報告

フォーラムにはいずれも多数のご参加をいただきましたし、各団体の機関誌はそれぞれ多く



の読者を持ち、社会的にも大いに注目されていたプロジェクトでございました。 

 私どもは、本研究を今後も何らかの資金を確保して継続する所存ですが、今年度に関して

は助成ストップにより大きな影響を蒙るのみならず、多くの関係者に対しても責任の果たせ

ない状況に陥っています。 

 
 これまで多年にわたり、深い哲学を持って助成活動を重ねてこられた貴財団であるだけに、

このようななされ方はたいへん残念であり、貴財団の社会的信頼を深く傷つけると考えるも

のです。 

                                  敬具 
 
同封書類： 

１：トヨタ財団 2002年度市民社会プロジェクト助成 計画書 

２：トヨタ財団 2002年度 市民社会プロジェクト助成 最終報告書 

３：市民活動センター神戸 ニューズレター 「みみずく 17号」 

４：せんだい・みやぎ NPOセンター 事務局通信 「みんみん Vol.41」 

 
 
 


